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収穫に期待込め耳つり作業
６月25日、山田南小学校（箱石惠子校長・児童287人）では、

４年生43人が町水産センターでカキの養殖作業を体験しま
した。地域産業と自然のかかわりを理解してもらおうと総
合学習の一環で行ったもので、漁業の佐々木友彦さん（飯
岡・28歳）らの指導でカキの耳つり作業に挑戦。慣れない作
業に戸惑いながらも、殻長８㌢のカキを専用のピンでロー
プに取り付けていました。最後に、来年の収穫に期待を込
め、養殖いかだからロープをゆっくりと海中に沈めました。
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【２】

総
会
で
は
堀
合
辰
夫
会
長
が
「
皆

さ
ん
の
協
力
に
よ
り
同
会
も
今
年
で

十
八
回
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
喜

ば
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
今
日
は
時

間
の
許
す
限
り
、
会
員
同
士
の
親
ぼ

く
を
深
め
て
も
ら
い
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
そ
の
後
、
平
成
十
四
年
度
の

事
業
報
告
や
本
年
度
の
事
業
計
画
な

ど
が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
沼
崎
喜
一
町
長
が
町
の

近
況
を
報
告
。「
同
郷
の
会
の
皆
さ

ん
に
は
、
町
の
発
展
の
た
め
ご
協
力

い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
四

月
に
統
一
地
方
選
挙
が
行
わ
れ
、
町

議
会
で
は
四
人
の
新
し
い
議
員
が
誕

生
。
議
長
、
副
議
長
は
と
も
に
留
任

と
な
り
ま
し
た
。
市
町
村
合
併
が
話

題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
町
と
し
て

は
当
面
、
単
独
で
自
立
の
道
を
選
び

ま
し
た
。
ま
た
懸
案
で
あ
っ
た
県
立

山
田
病
院
の
建
設
は
、
土
地
区
画
整

理
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
柳
沢
地
区

に
決
定
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
い
つ

古
里
に
帰
っ
て
き
て
も
温
か
く
迎

え
、
人
情
の
あ
る
町
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

町
に
対
し
て
の
ご
提
言
な
ど
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
オ
ラ
ン
ダ
大
使
館
の
モ
ニ
ー

ク
・
ル
ー
ヘ
文
化
報
道
部
長
が
「
こ

れ
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
進
め

て
き
た
山
田
と
オ
ラ
ン
ダ
。
こ
れ
か

ら
も
関
係
が
よ
り
強
く
な
っ
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
の
、「
懇
親
交
流
の

集
い
」
は
、
佐
々
木
良
一
町
議
会
議

長
の
乾
杯
の
音
頭
で
幕
が
開
け
、
同

郷
人
同
士
が
古
里
を
懐
か
し
み
な
が

ら
、
ほ
ろ
酔
い
気
分
で
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。
会
場
で

は
山
田
の
秋
祭
り
な
ど
を
収
録
し
た

ビ
デ
オ
の
上
映
や
販
売
を
実
施
。
ま

た
、
物
産
販
売
や
特
産
品
が
当
た
る

抽
選
会
も
行
わ
れ
、
参
加
し
た
皆
さ

ん
は
古
里
を
思
い
出
し
満
足
し
た
様

子
。
最
後
に
地
区
ご
と
に
記
念
撮
影

を
行
い
、
来
年
の
再
会
を
約
束
し
会

場
を
後
に
し
ま
し
た
。

第１８回

ふ
る
里
山
田
同
郷
の
会

同郷155人が集い親ぼく深める

東
京
近
郊
に
暮
ら
す
本
町
出
身
者
な
ど
が
集
い
、
交
流
を
深
め
合
う

「
ふ
る
里
山
田
同
郷
の
会
」
が
六
月
十
六
日
、
中
野
区
の
サ
ン
プ
ラ
ザ

を
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
で
十
八
回
目
を
迎
え
る
同
会
に
は
、

百
五
十
五
人
が
出
席
。
町
か
ら
も
沼
崎
喜
一
町
長
を
は
じ
め
職
員
五
人
、

町
議
会
か
ら
は
佐
々
木
良
一
議
長
ら
四
人
、
さ
ら
に
山
田
町
商
工
会
の

阿
部
幸
栄
会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。
総
会
で
本
年
度
の
事
業
計
画
や
収

支
予
算
な
ど
を
審
議
し
た
後
、
参
加
者
お
待
ち
か
ね
の
「
懇
親
交
流
の

集
い
」
が
開
か
れ
、
会
場
の
あ
ち
こ
ち
に
談
笑
の
輪
が
い
く
つ
も
で
き

る
な
ど
、
年
に
一
度
の
同
郷
人
同
士
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

今年は155人の同郷人が集い、
東京に山田弁を響かせました

物産販売も行われ、参加者は古里
の味を次々と買い求めていました

【３】
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堀
合
会
長
が
春
の
叙
勲
を
受
章

「
ふ
る
里
山
田
同
郷
の
会
」

の
会
長
で
あ
る
堀
合
辰
夫
さ
ん

（
七
〇

）
が
平
成
十
五
年
度
春
の

叙
勲
で
勲
四
等
瑞
宝
章
を
受
章

し
ま
し
た
。

堀
合
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
六
年
に

弁
護
士
と
な
り
、
昭
和
三
十
八
年
に

は
堀
合
辰
夫
法
律
事
務
所
を
開
設
。

以
来
、
数
々
の
著
名
事
件
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
弁
護
士

会
連
合
会
の
常
務
理
事
や
東
京
家
庭

裁
判
所
調
定
委
員
・
参
与
員
な
ど
の

要
職
を
歴
任
。
今
回
の
受
章
は
長
年

に
わ
た
る
こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

堀
合
さ
ん
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご

活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

山田を離れて42年になります。会では郷土の言葉に
触れることができ、毎年楽しみに参加しています。会
はわたしにとって元気の源。ストレスの解消になりま
す。参加者に配布された山田湾の写真を見ましたが、
古里の風景を思い出しオランダ島でイモを炊いて食べ
ていた頃がよみがえってきました。あの頃と同じ素晴
らしい自然をいつまでも大切にしてほしいですね。

素晴らしい自然大切に
神奈川県葉山町

山 崎 時 彦さん（６０歳）

〔大浦出身〕

都会に住んで感じますが、やはり山田は水も空気も
すべてのものが最高です。実家や親戚、友人が旬のも
のを送ってくれるので、いつも楽しみにしています。
最近は山田に帰っていないので、こうした山田弁が飛
び交う会場で友人と再会し、思い出話や近況報告など
をすると、とても心が和みます。山田に帰った気分に
なりますね。来年もぜひ参加したいと思います。

古里に帰った気分です
埼玉県熊谷市

今 井 京 子さん（４６歳）

〔大沢出身・旧姓福士〕

会には、１回欠席した以外はすべて参加しています。
知らない人たちでも郷土の話で盛り上がり、古里山田
を身近に感じることができます。また、いくつになっ
ても田舎の味が忘れられず、すっとぎなどの物産をた
くさん買いました。足腰が達者なうちは、会に参加し
続けたいですね。来年、喜寿を迎えるので、山田での
同級会で友人に会えることを楽しみにしています。

田舎の味忘れられない
神奈川県横浜市

福 士 和 夫さん（７５歳）

〔川向町出身〕

同
郷
人
同
士
が
集
れ

ば
会
話
も
弾
み
ま
す

特
産
品
が
当
た
る
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
当
せ

ん
者
は
う
れ
し
そ
う
に
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た

懐
か
し
い
人
と
の
思
い

出
話
は
尽
き
ま
せ
ん

勲四等瑞宝章を受章した
堀 合 辰 夫さん



【４】

町
で
は
、
四
月
か
ら
「
絵
本
と
こ

ん
に
ち
は
事
業
」（
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
事
業
）
を
始
め
て
い
ま
す
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
、
親
子
が
肌

の
温
も
り
を
感
じ
な
が
ら
言
葉
と
心

を
通
わ
す
、
そ
の
か
け
が
え
の
な
い

ひ
と
と
き
を
絵
本
を
介
し
て
持
つ
こ

と
を
応
援
す
る
運
動
。
一
九
九
二
年

に
英
国
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
で
始
ま
り
ま

し
た
。
当
初
は
子
供
に
文
字
を
覚
え

て
も
ら
う
な
ど
の
目
的
で
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
添
え
て
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
い
た
も
の
で
す
が
、
バ
ー
ミ
ン
ガ

ム
大
学
の
そ
の
後
の
調
査
で
、
赤

ち
ゃ
ん
に
絵
本
を
読
み
聞
か
せ
る
こ

と
が
、
読
書
時
間
の
増
加
や
思
考
力

の
発
達
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
で
は
二
〇
〇
一
年
に
設
立
さ

れ
た
民
間
非
営
利
団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）

法
人
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が

中
心
に
な
っ
て
推
進
運
動
を
展
開
。

全
国
的
な
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

県
内
で
は
同
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
、
赤

ち
ゃ
ん
に
絵
本
を
贈
る
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
の
が
五
市

町
村
。
そ
れ
以
外
に
十
五
市
町
村
が

乳
幼
児
健
診
を
利
用
し
て
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
や
、
保
護
者
へ
の
ア
ド
バ

イ
ス
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

を
行
う
も
の
で
す
。こ
こ
で
は
同
事
業
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

み
聞
か
せ
や
保
護
者
に
対
し
読
み
聞
か
せ
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

診
時
に
図
書
館
司
書
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
が
親
子
に
絵
本
の
読

に
は
ぐ
く
む
こ
と
を
目
的
に
実
施
す
る
も
の
で
、
三
カ
月
児
健

し
た
。
絵
本
を
介
し
て
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
豊
か

ち
は
事
業
」（
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
）
を
本
年
度
か
ら
始
め
ま

町
で
は
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、「
絵
本
と
こ
ん
に

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
を
開
始

絵
本
を
通
じ
親
子
の
触
れ
合
い
を

町
で
は
、
三
カ
月
児
と
そ
の
保
護

者
を
対
象
に
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
実

施
。
三
カ
月
児
健
診
の
際
に
、
図
書

館
司
書
や
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
お
は
な
し
広
場
」
会
員
の
皆
さ
ん
ら

が
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
う
ほ
か
、

次
の
指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。
▼
読

み
聞
か
せ
の
ア
ド
バ
イ
ス
▼
読
み
聞

か
せ
の
実
践
▼
お
す
す
め
の
絵
本
の

紹
介
や
選
び
方
▼
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

「
絵
本
と
赤
ち
ゃ
ん
」
の
配
布
│
│

な
ど
。
ま
た
、
六
カ
月
児
相
談
や
十

図書館司書や図書館ボランティアの皆さ
んが読み聞かせのアドバイスを行います

英
国
で
始
ま
っ
た

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

三
カ
月
児
健
診
で

読
み
聞
か
せ
実
施

【５】

７
月
５
日
に
�
ご
み
０
作
戦
�

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を

町
で
は
、
海
や
河
川
の
環
境
を
守

る
取
り
組
み
と
し
て
、
今
年
も
町
内

一
斉
清
掃
「
ご
み
０
作
戦
」
運
動
を

行
い
ま
す
。

良
好
な
環
境
を
保
全
し
、
未
来
に

引
き
継
ぐ
こ
と
は
わ
た
し
た
ち
に
課

せ
ら
れ
た
重
要
な
責
務
で
す
。
大
切

な
海
を
守
り
、
恵
み
豊
か
な
も
の
と

し
て
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
し
て
い

く
た
め
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
互
い

に
力
を
合
わ
せ
、
海
岸
や
河
川
の
清

掃
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
皆

さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

▽
日
時
　
七
月
五
日
（
土
）

午
前
六
時
〜
七
時

▽
対
象
　
一
般
町
民

▽
作
業
内
容
　
護
岸
、
臨
港
道
路
、

防
波
堤
、
河
川
の
周
辺
な
ど
の
清

掃
活
動

※
清
掃
の
指
示
は
、
各
地
区
の
自
治

会
や
教
育
振
興
運
動
実
践
協
議
会

（
各
小
学
校
）
な
ど
で
行
い
ま
す

の
で
、
そ
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

▽
ご
み
な
ど
の
処
理

・
集
め
た
ご
み
は
、
そ
れ
ぞ
れ
燃
え

る
ご
み
と
燃
え
な
い
ご
み
に
分
別

し
、
指
定
さ
れ
た
集
積
場
所
に
運

ん
で
く
だ
さ
い
。

・
ご
み
は
一
般
廃
棄
物
に
限
定
し
て

拾
い
、
漁
網
や
浮
き
玉
な
ど
の
産

業
廃
棄
物
は
収
集
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

・
ご
み
の
回
収
は
、
町
や
山
田
の
海

を
守
る
会
で
行
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
役
場
生
活
環
境
課

（
�
八
二
│
三
一
一
一
内
線
二
二

二
）
へ
ど
う
ぞ
。

カ
月
児
健
診
、
一
歳
六
カ
月
児
健
診

な
ど
の
際
に
、
乳
幼
児
用
の
絵
本
百

冊
を
そ
ろ
え
た
「
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
。
健
診
の
空

き
時
間
に
自
由
に
利
用
で
き
ま
す
。

乳
幼
児
の
言
葉
と
心
を
は
ぐ
く
む

た
め
に
大
切
な
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
。

早
過
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
赤
ち
ゃ
ん
が
絵
本
と
出
合
っ
た

日
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
方
法
や

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
に
つ
い
て
の
相
談

を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
役
場
保
健
福
祉
課

（
�
八
二
│
三
一
一
一
内
線
一
六

六
）
へ
ど
う
ぞ
。

親子が挿絵を見詰め合い、親が絵本から自由に感じ
取った言葉を掛けたり読んだりすると、親子の間に快
い気持ちの通い合いが生まれます。赤ちゃんが喜ぶこ
とで親も幸せな気持ちになります。育児を重荷に感じ
て孤立しがちな親が増えていますが、このような方を
地域社会で支えていくことがとても大切なことです。
ブックスタート事業もこれまで3回の講座が開かれま
したが、3カ月の赤ちゃんが即座に絵本に興味を示し
てくれた時はとてもうれしく感じました。楽しい本の
文化が赤ちゃんのいる家庭に余すところなく届き、赤
ちゃんと共に絵本を開き語り合う時間が、子育ての中
で心休まるひとときになればと願っています。

絵本の読み聞かせで
心休まるひとときを
図書館ボランティア
｢おはなし広場｣会長

佐藤祐加子さん

（山田・４２歳）

ゼ
ロ

みんなで海岸や河川の清掃活動に取り組みましょう

３カ月の赤
ちゃんでも

絵本に興味
を示します



【６】

日
に
鯨
カ
ヌ
ー
レ
ー
ス

出
場
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す

ド
ラ
の
音
と
共
に
真
夏
の
海
原
を
鯨
が
激
走

│
│
。
山
田
ビ
ー
チ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
イ
ベ

ン
ト
「
第
八
回
鯨
カ
ヌ
ー
レ
ー
ス
」
が
、
浦
の

浜
海
水
浴
場
で
開
か
れ
ま
す
。
今
年
は
新
た
に

小
学
生
の
部
を
設
け
ま
し
た
。
会
場
で
の
熱
い

戦
い
に
友
達
同
士
や
職
場
の
仲
間
な
ど
で
チ
ー

ム
を
つ
く
り
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
　
七
月
二
十

日
（
日
）
午
前
八

時
半
〜

▽
場
所
　
浦
の
浜
海

水
浴
場

▽
募
集
チ
ー
ム
　
一

般
の
部
…
十
六

チ
ー
ム
　
小
学
生

の
部
…
八
チ
ー
ム

▽
競
技
方
法
　
四
艇

ず
つ
の
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
方
式
（
百
五

十
�
を
往
復
し
ま

す
）

▽
チ
ー
ム
編
成
　
こ

ぎ
手
八
人
（
女
性

二
人
以
上
を
含
み

ま
す
）、
か
じ
手

一
人
、
ド
ラ
一
人
、
補
欠
数
人

▽
参
加
資
格
　
一
般
の
部
…
十
八
歳

以
上
（
高
校
生
は
除
き
ま
す
）
の

男
女
　
小
学
生
の
部
…
小
学
四
年

生
以
上
の
男
女

▽
参
加
料
（
一
チ
ー
ム
）

一
般
の
部
…
五
千
円

小
学
生
の
部
…
二
千
円

▽
表
彰

・
一
般
の
部
　
優
勝
…
賞
金
十
万
円

準
優
勝
…
賞
金
五
万
円
　
第
三
位

…
賞
金
三
万
円
　
第
四
位
…
賞
金

一
万
円

・
小
学
生
の
部
　
優
勝
、
準
優
勝
、

第
三
位
に
賞
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

※
全
チ
ー
ム
に
参
加
賞
を
差
し
上
げ

ま
す
。

▽
申
し
込
み
方
法
　
役
場
水
産
商
工

課
に
備
え
付
け
の
参
加
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限
　
七
月
十
四
日
（
定
数

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

▽
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
　
役
場
水

産
商
工
課
（
�
八
二
│
三
一
一
一

内
線
二
三
三
）
へ
ど
う
ぞ
。

県高総体で山高が大健闘
空手道とボートで優勝飾る

第
五
十
五
回
県
高
校
総
合
体
育
大

会
で
、
山
田
高
校
の
空
手
道
部
と
ボ
ー

ト
部
が
健
闘
ぶ
り
を
見
せ
ま
し
た
。

六
月
五
日
か
ら
盛
岡
市
で
行
わ
れ

た
空
手
道
競
技
で
は
、
女
子
団
体
戦

で
二
年
連
続
十
一
回
目
の
優
勝
を
成

し
遂
げ
、
女
子
個
人
組
手
で
も
出
場

選
手
四
人
す
べ
て
が
準
決
勝
に
進
出
。

中
村
章
子
さ
ん
（
三
年
）
が
二
年
連

続
で
県
の
頂
点
に
立
ち
、
準
優
勝
に

�
川
佑
子
さ
ん
（
同
）、
第
三
位
に

新
保
明
子
さ
ん
（
同
）
と
石
山
葉
月

さ
ん
（
同
）
が
入
賞
し
、
山
田
高
校

が
上
位
を
独
占
し
ま
し
た
。

ま
た
、
六
月
六
日
か
ら
湯
田
町
で

行
わ
れ
た
ボ
ー
ト
競
技
で
も
、
男
子

ダ
ブ
ル
ス
カ
ル（
太
田
俊
也
・
横
田
尊

法
組
）と
女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル（
田
老

恵
子
・
斎
藤
久
乃
組
）が
共
に
接
戦
を

制
し
、
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
を
飾
り
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
女
子
か
じ
付
き
ク
ォ

ド
ル
プ
ル
も
三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

六
月
十
二
日
に
は
、
入
賞
し
た
選

手
の
皆
さ
ん
が
役
場
を
訪
問
。
沼
崎

喜
一
町
長
に
優
勝
の
報
告
と
、
東
北

大
会
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
に
当
た
っ

て
の
決
意
を
述
べ
、
ト
ロ
フ
ィ
ー
や

優
勝
旗
を
披
露
し
ま
し
た
。

な
お
、
六
月
二
十
日
か
ら
第
二
十

九
回
東
北
高
校
ボ
ー
ト
選
手
権
大
会

が
宮
城
県
迫
町
で
行
わ
れ
、
女
子
ダ

ブ
ル
ス
カ
ル
（
田
老
・
斎
藤
組
）
が

三
位
入
賞
の
輝
か
し
い
成
績
を
収
め

ま
し
た
。
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沼崎喜一町長に優勝の報告に訪れた選手の皆さんと主濱幸彦校長（後列左か
ら２人目）、監督の近藤睦教諭（後列左）と鎌野貴広教諭（後列左から３人目）

２０

チ
ー
ム
を
つ
く
り
参
加
し
よ
う

（
昨
年
の
同
レ
ー
ス
）
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農
業
所
得
の
標
準
計
算
が
変
更
に

平成15年分の確定申告から、農業所得の作
付面積２㌶未満の水稲（自家用畑の作付けが
ある場合を含みます）標準が、「農業所得簡
易計算」と改められ、より簡易な計算方式に
変更になります。
新しい計算式は下記のとおりであり、「総

収入金額」は、自分で記録する必要がありま
すので、出荷伝票や請求書、領収書の控えな
どは大切に保存してください。
なお、農業所得の計算も、ほかの事業所得

と同様に実際の収入金額から実際の必要経費
を差し引く収支計算が原則。「農業所得簡易
計算」は、記帳や領収書などの保存が不完全
なため、どうしても収支計算ができない農家
の方が使用する目安となるものです。
普段から記帳や領収書などの保存に心掛

け、収支計算による申告をお願いします。
�新しい計算式　総収入金額×所得率－事業
専従者控除＝農業所得金額
�申告に必要な記録や保存　�農作物を販売したときの
記録と、出荷伝票や請求書、領収書の控えなどの保存
�農作物を家事消費（自宅での消費や兄弟親戚などへ
の贈答など）したときの記録�農作物の事業消費（米
などの農産物の現物による小作料の支払いなど）した
ときの記録�肥料、農薬、諸材料などの経費に係る記
録と請求書や領収書などの保存�年末において在庫
（未販売・未使用）となっている農産物、肥料、農薬、
諸材料などの記録
�問い合わせ　役場税務課（�82－3111内線111）へ。

vvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvv

vvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvv
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v
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前須賀公園プールが休止に
昭和58年に利用開始した前須賀公園プールは、レ

クリエーションやスポーツの場として多くの方々に
利用されてきましたが、施設の老朽化が激しいため
休止することになりました。皆さんのご理解をお願
いします。今後は一般開放される山田中学校プール
をご利用願います。
�問い合わせ　役場都市計画課（�82－3111内線
252）へどうぞ。

町ナイターソフトボール大会
町ソフトボール大会が開かれます。職場の仲間や友

人同士などでチームをつくり参加しませんか。
�日時　７月28日～８月１日　午後６時半～
�場所　町民総合運動公園野球場ほか
�募集チーム　男子の部…12チーム、女子の部…６
チーム
�チーム編成　男女とも１チーム15人以内。メンバー
は町内在住の方で編成してください。
�参加料　１チーム3,000円
�申込期限　７月18日
※代表者会議は、７月22日（火）の午後７時から町中央
コミュニティセンターで行います。

レディースソフトバレー交流
�日時　８月５日（火）、７日（木）、26日（火）、28日（木）
午後７時～９時
�場所　町Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館、勤労者体育セ
ンター
�対象　18歳以上の女性で、町内に住む人または町内
の事業所に勤務する人
�競技方法　リーグ戦（昨年の成績や初参加チームな
どを参考に組み合わせを決定します）
�参加料　１チーム2,000円
�申込期限　７月18日

海洋スポーツ普及大会を開催
�日時　７月21日（月）午前10時～正午
�場所　浦の浜海水浴場
�内容　カヌーやバナナボートの試乗会
�参加料　乗り物１回につき200円

８日から山中のプールを開放
町教育委員会では、山田中学校のプールを一般開放

します。料金は無料ですので、どうぞご利用ください。
�開放日　７月８日～８月30日の毎週火曜日、木曜日、
土曜日（８月14日と16日は開放しません）
�時間　午後６時～８時半
�料金　無料
�注意事項　・スイミングキャップの貸し出しはしま
せんので、個人で用意してください。 ・中学生以
下の方が利用する場合は、必ず保護者が同伴してく
ださい。

申込先・問い合わせ
町教委社会体育係�８２－５５０５

作付面積�㌶未満の
水稲農家が対象です

荒川地区の田植え作業から
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★
今
一
番
し
て
み
た
い
こ
と
は

今
は
勤
め
始
め
た
ば
か
り
で
、
仕

事
に
慣
れ
る
こ
と
で
精
一
杯
で
す
が
、

余
裕
が
で
て
き
た
ら
海
外
旅
行
に
行

き
た
い
で
す
。
自
然
が
残
る
ア
フ
リ

カ
な
ど
に
行
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。

★
今
後
の
抱
負
は

高
校
生
の
時
、
ヘ
ル
パ
ー
二
級
の

資
格
を
取
得
し
、
資
格
を
生
か
せ
る

今
の
仕
事
を
選
び
ま
し
た
。
こ
の
や

り
が
い
の
あ
る
介
護
の
仕
事
は
、
一

生
続
け
る
つ
も
り
で
す
。
専
門
的
な

知
識
を
身
に
付
け
る
た
め
に
も
、
ヘ

ル
パ
ー
一
級
や
介
護
福
祉
士
な
ど
の

資
格
取
得
を
目
指
し
た
い
で
す
。

入
所
者
の
心
和
ま
す
介
護
士
に

★
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

こ
の
春
高
校
を
卒
業
し
、
船
越
に

あ
る
介
護
老
人
保
健
施
設
で
働
い
て

い
ま
す
。
入
所
者
の
食
事
や
入
浴
の

お
世
話
な
ど
が
主
な
仕
事
で
す
。

★
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

入
所
者
は
一
人
ひ
と
り
病
状
も
性

格
も
違
い
ま
す
。
そ
の
人
に
合
っ
た

接
し
方
で
心
和
ま
せ
る
よ
う
、
常
に

優
し
く
声
を
掛
け
る
よ
う
に
心
掛
け

て
い
ま
す
。

山　m 愛
まな

美
み

さん
（大浦・18歳）

病
床
に
臥
す
妻
の
顔
見
る
に
つ
け

家
事
の
厳
し
さ
伺
わ
る
日
々

齋
藤
忠
雄
（
船
越
・
77
歳
）

と
れ
た
て
の
海
の
幸
お
ば
食
す
と
き

こ
の
地
に
生
ま
れ
し
し
あ
わ
せ
を

神
に
感
謝
し
命
寿
ぐ

美
智
子
（
八
幡
町
・
？
歳
）

大
雪
、
地
震
と
驚
か
さ
れ

�と
そ
り
�の
体
ま
ま
な
ら
ず

気
持
ち
い
ま
だ
お
さ
ま
ら
ず

で
も
花
た
ち
は
美
し
く

慰
め
る
ご
と
く
咲
い
て
く
れ
て

�と
そ
り
�の
心
あ
り
が
た
く
思
え
り

甲
斐
谷
セ
チ
（
八
幡
町
・
88
歳
）

夕
凪
に
筏
映
え
た
り
山
田
湾

古
藤
野
強
（
豊
間
根
・
78
歳
）

「
み
ん
な
の
ス
ペ
ー
ス
」コ
ー
ナ
ー

へ
の
多
数
の
投
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
町
で
は
、
投
書
や
イ
ラ
ス

ト
、
詩
、
川
柳
な
ど
ス
ペ
ー
ス
の
許

す
限
り
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
中
に

は
住
所
と
名
前
の
記
入
が
な
く
、
掲

載
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
所

在
の
分
か
ら
な
い
方
か
ら
の
投
稿
の

掲
載
は
お
断
り
し
て
い
ま
す
の
で
、

投
稿
す
る
際
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
、
匿
名

希
望
で
も
構
い
ま
せ
ん
が
、
住
所
と

名
前
は
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
送
り
先
　
〒
〇
二
八
│
一
三
九
二

山
田
町
八
幡
町
３
│
20

山
田
町

役
場
情
報
課
広
報
担
当
ま
で

投
書

ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

給
食
の
教
科
書
な
ぜ
配
布

さとうゆうかちゃん（左）
さとうはるかちゃん（右）
（豊間根保育園・５歳）

【８】【９】

ア
ジ
サ
イ
の
色
の
あ
ざ
や
か

目
に
さ
え
る

佐
々
木
ヱ
ミ
子
（
飯
岡
・
？
歳
）

幼
な
子
等
見
よ
う
見
ま
ね
の
舞
い
姿

ほ
ほ
え
み
浮
か
べ
る
目
な
ざ
し
は

い
つ
も
の
や
さ
し
い
母
の
顔

大
川
さ
ん
さ
道
化
師（
荒
川
・
30
歳
）

役
所
か
ら
届
く
宛
名
も
様
つ
き
で

と
き
の
流
れ
に
殿
は
消
え
ゆ
く

菊
地
サ
カ
ヱ
（
織
笠
・
68
歳
）

五
月
晴
蜂
も
飛
び
交
ふ
花
に
花

O
藤
菊
實
（
荒
川
・
75
歳
）

五
月
晴
青
空
澄
ん
で
公
園
の

匂
や
さ
し
く
も
く
れ
ん
の
花

中
山
明
文
（
船
越
・
77
歳
）

投
稿
に
は
住
所
と
名
前
を

必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い

い
つ
も
楽
し
く
拝
見
し
て
お
り
ま

す
。
山
田
町
に
住
ん
で
し
ば
ら
く
た

ち
ま
す
が
、
最
近
、
娘
に
「
ど
う
し

て
わ
た
し
は
給
食
が
食
べ
ら
れ
な
い

の
？
」
と
聞
か
れ
返
事
に
困
り
ま
す
。

わ
た
し
も
主
人
も
学
校
給
食
の
あ
る

市
町
村
で
生
ま
れ
た
の
で
、
山
田
町

に
学
校
給
食
が
な
い
の
が
不
思
議
で

す
し
驚
き
で
す
。
六
月
一
日
号
の
広

報
で
、
町
の
意
向
は
分
か
り
ま
し
た

が
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
衛
生
面
、
偏

食
の
是
正
な
ど
次
世
代
を
担
う
児
童

の
育
成
に
は
給
食
の
方
が
愛
が
あ
り

適
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

給
食
が
な
い
の
に
教
科
書
「
た
の

し
い
き
ゅ
う
し
ょ
く
」
が
配
布
さ
れ

た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

匿
名
希
望
（
八
幡
町
・
35
歳
）

【
回
答
・
学
校
教
育
課
】

こ
の
本
は
、
給
食
や
食
に
関
す
る

基
本
的
な
生
活
習
慣
、
牛
乳
に
つ
い

て
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
作
ら
れ
た

六
月
二
日
か
ら
二
十
日
ま
で
町
の

循
環
器
検
診
を
受
け
た
方
を
対
象
に
、

山
田
町
と
岩
手
医
科
大
学
と
の
共
同

研
究
調
査
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、

ご
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
こ

の
紙
面
を
借
り
て
お
礼
を
言
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
後
、
全
体
と
し
て
の
結

果
が
町
の
健
康
づ
く
り
に
活
用
さ
れ

る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ペ
ン
ネ
ー
ム
・
プ
ル
ー
ト

（
中
央
町
・
？
歳
）

そ
こ
で
、
近
回
り
を
し
て
長
林
大
浦

線
こ
線
橋
下
の
道
路
を
通
っ
て
い
く

と
、
踏
み
切
り
の
手
前
で
出
っ
張
っ

て
い
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
当
た
り
、

わ
た
し
の
車
の
タ
イ
ヤ
が
パ
ン
ク
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
す
ぐ
に
パ
ン
ク

に
は
気
付
い
た
の
で
す
が
、
ほ
か
の

車
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
に
と
思

い
車
を
走
ら
せ
踏
み
切
り
を
越
え
た

時
、
後
ろ
の
方
か
ら
わ
た
し
の
車
に

近
づ
い
て
声
を
掛
け
て
き
て
く
れ
た

方
々
が
い
ま
し
た
。「
パ
ン
ク
だ
よ
。

一
人
で
直
せ
る
か
？
直
し
て
や
る

よ
」
と
言
っ
て
手
際
よ
く
あ
っ
と
い

う
間
に
直
し
て
く
れ
ま
し
た
。
確
か

大
浦
の
方
々
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

あ
の
時
は
、
わ
た
し
の
名
前
を
名

乗
ら
ず
大
変
失
礼
し
ま
し
た
。
本
当

に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

あ
れ
が
も
し
踏
切
内
で
の
パ
ン
ク

だ
っ
た
ら
と
思
う
と
身
震
い
し
ま
す
。

ど
う
し
て
も
居
て
も
立
っ
て
も
い
ら

れ
ず
、
紙
面
を
お
借
り
し
て
お
礼
を

と
思
い
ペ
ン
を
執
り
ま
し
た
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ペ
ン
ネ
ー
ム
・
内
竹（

船
越
・
？
歳
）

◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

雉
子
、
土
鳩
、
叫
び
し
後
の
一
瞬
の

静
寂
を
破
り
地
震
は
轟
く

佐
藤
美
栄
子
（
大
沢
・
83
歳
）

梅
雨
の
花
う
つ
も
開
け
し
我
わ
す
れ

大
町
テ
イ
子
（
大
沢
・
？
歳
）

研
究
調
査
の
協
力
に
御
礼

パ
ン
ク
修
理
協
力
に
感
謝

阿
部
真
由
子（
14
）

佐
藤
美
奈
子（
８
）

山
�
真
子（
12
）

お
の
は
る
な（
４
）

さ
さ
き
じ
ゅ
ん
こ（
８
）

さ
さ
き
な
お
こ（
10
）

佐
藤
孔
太（
５
）

あ
く
あ
★
ブ
ル
�（
？
）

お
ら（
13
）

湊
俊
樹（
？
）

み
な
と
ゆ
き
み（
７
）

平
石
凌（
９
）

ブ
ル
ー
・ハ
ワ
イ（
11
）

ふ
な
こ
し
は
る
か（
７
）

き
ど
わ
き
る
な（
６
）

め
ぐ
み（
？
）

ヒ
ロ
ヤ（
？
）

木
村
里
菜（
10
）

ミ
ッ
キ
ー（
10
）

か
と
う
ゆ
い（
６
）

ろ
ん
り
ろ
ん
り
（
11
）

やまうちめい（６）

先
日
、
わ
た
し
が
い
つ
も
ど
お
り

仕
事
を
終
え
、
家
路
に
急
い
で
い
た

時
の
こ
と
で
す
。
い
つ
も
通
っ
て
い

る
道
路
が
地
震
の
た
め
通
行
止
め
。

Fresh Woman─ vol.
130Fresh Woman

今月のフレッシュウーマン

沼�信明（15）佐藤直紀（？） 佐藤将也（７）

佐藤貴大（７）

低
学
年
児
童
用
の
副
読
本
で
す
。
発

行
は
全
国
牛
乳
普
及
協
会
で
、
直
接

学
校
に
送
ら
れ
、
学
校
で
は
小
学
校

新
一
年
生
の
入
学
時
に
配
布
し
て
い

ま
す
。

本
町
で
は
、
学
校
給
食
を
実
施
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
本
は
食
事
の

大
切
さ
な
ど
家
庭
で
も
参
考
と
な
る

こ
と
が
載
っ
て
い
ま
す
の
で
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

双子
の

ど

ば
と

し
じ
ま

な

ゐ

さ
ち

し
ょ
く

こ
と
ほ

な
ぎ

い
か
だ

ら

ま



5月31日、「やまだシニアネット」（岡澤照夫会長・会員28
人）では、情報交流の場「シニアサロン」を町中央公民館に開
設しました。高齢者にパソコンを理解してもらおうと開設
したもので、この日は会員ら12人が参加。パソコン操作を
教え合ったり、インターネットで情報収集したりするなど、
参加者同士で交流を深めていました。岡澤会長は「図書館
に行って本を読む感覚で気軽に参加してほしい」と話して
いました。同サロンは毎週土曜日の午後1時半から3時半
まで開設。60歳以上の方であればどなたでも参加できます。

「シニアサロン」を開設

高齢者が集う情報交流の場に

【１０】

宮古地区中学校総合体育大会が6月14日から行われ、野
球競技で豊間根中学校が14年ぶりの優勝を飾りました。初
戦の崎山中に4対0で勝った同校は、2回戦で山田中との
本町同士の対戦。10回特別ルール8対2で破り、続く準決
勝でも田老一中を11回特別ルール2対1で下しました。決
勝の相手は強豪の宮古一中。試合はまれに見る投手戦とな
り、3回に1点を挙げた豊間根中が最終回まで守りきり、
14年ぶりの栄冠を手にしました。また、山田中のソフトテ
ニス男子・女子、柔道男子、サッカー競技が優勝。個人戦
では、山田中が5競技8種目で優勝を果たしています。

中 総 体
宮古地区 本町選手の活躍光る

野球は豊中が１４年ぶりのＶ

6月22日、町婦人団体協議会（昆野昭子会長）の設立50周
年記念「婦人演芸の集い」が町中央公民館で開催されまし
た。同協議会設立50周年を祝う同集いには、2回の公演で
婦人会会員や観衆ら1,300人が詰め掛けました。ステージに
は17団体155人が次々に登場。自慢の踊りや劇などを披露
しました。大浦地区の創作舞踊劇「瞼

まぶた

の母」では、地区の
婦人40人が出演。昔の衣装に身を包み、役者顔負けの名
演技を随所に見せるなど会場を大いに沸かせていました。

団体協議会
山田町婦人 50周年記念演芸の集い

名演技に会場大いに沸く

今月の題字
ひらさわだいちくん
（大浦小2年）

6月21日、「自然観察会」が鯨と海の科学館で開かれまし
た。郷土の自然をもっと知ってもらおうと行われたもので、
町内外の親子35人が参加。講師の吉i誠さん（東邦大学
教授）の指導の下、同館周辺で採取したイロハカエデやタ
ブノキなど約10種を使い、押し葉作りに取り組みました。
その後、家族旅行村樹木園に移動し、講師が樹木一本一本
の名前や特徴などを説明。参加者は身近にあるめずらしい
樹木に見入るなど、郷土の自然に関心を寄せていました。

鯨館で自然観察会

身近な樹木に関心寄せる

町老人クラブ連合会（沼il会長）主催の「町老人囲碁将
棋大会」が6月12日、町中央コミュニティセンターで開か
れました。今年で17回目を迎える同会には、腕に覚えのあ
る熟年棋士18人（囲碁11人、将棋7人）が参加。盤上を見詰
めながらじっくりと相手の先を読んで碁石を打ったり、コ
マを進めたりするなど、真剣なまなざしで対局に臨んでい
ました。熱戦の結果、囲碁は鈴木常夫さん（八幡町・71歳）、
将棋は昆野壽雄さん（織笠・70歳）がそれぞれ優勝しました。

町老連の囲碁将棋大会

熟年棋士１８人が盤上の戦い

県知事への統一要望が6月5日、柳沢北浜地区土地区画
整理地内で行われ、増田寛也知事が来町。沼崎喜一町長か
ら要望事項の説明を受けながら、同地内の県立山田病院建
設候補地の視察を行いました。町では、本年度�小型球形
ウイルス（ＳＲＳＶ）対策の確立�地域高規格道路「宮古盛
岡横断道路」の整備促進�県立山田病院の診療体制の充実
──など、重点11項目を強く要望しました。増田知事は「要
望に応えられるよう努めていきたい」と話していました。

統一要望で増田知事が来町

町の重点１１項目を強く要望

【１１】



【１２】

「
ふ
る
里
山
田
同
郷
の
会
」

総
会
に
出
席
し
、
一
年
ぶ
り
に

懐
か
し
い
方
々
と
お
会
い
し
心

安
ら
ぐ
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
印
象
に

残
っ
た
会
話
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

毎
年
出
席
さ
れ
て
い
る
方
で

し
た
が
、
親
御
さ
ん
が
亡
く
な

ら
れ
て
四
十
九
日
も
済
ん
で
い

な
い
の
で
今
回
は
欠
席
す
る
つ

も
り
で
い
た
。
で
も
兄
妹
で
話

し
合
っ
て
い
る
う
ち
に
、
出
席

し
て
古
里
山
田
の
空
気
を
一
緒

に
吸
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
供
養

に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思

い
直
し
二
人
で
出
席
し
た
と
い

う
の
で
す
。
亡
く
な
ら
れ
た
親

御
さ
ん
も
最
後
ま
で
古
里
へ
の

思
い
を
語
っ
て
い
た
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
元
教
育
長
の
山
崎
良

三
郎
さ
ん
ご
夫
妻
も
見
え
ら
れ

ま
し
た
。
九
十
三
歳
と
の
こ
と

で
す
が
、
今
は
首
都
圏
で
娘
さ

ん
と
一
緒
に
お
住
ま
い
で
す
。

何
と
し
て
も
出
席
し
た
く
て
車

に
乗
せ
ら
れ
て
き
た
と
、
皆
さ

ん
と
の
再
会
を
喜
ん
で
お
ら
れ

ま
し
た
。
最
後
に
来
年
の
再
会

を
皆
さ
ん
と
誓
い
合
い
ま
し
た
。

山
田
町
長
　
沼
崎
喜
一

町
長
室
か
ら

明
治
二
十
九

年
六
月
十
五
日

（
旧
五
月
五
日
）

午
後
八
時
三
十

分
頃
大
津
波
が

襲
来
。
浜
沿
い

の
家
屋
は
流
さ

れ
そ
の
影
も
な

く
、
道
路
は
倒

壊
家
屋
、
壊
材

が
重
な
り
小
山

を
な
し
通
行
不

能
。
暗
闇
の
中
、

署
員
は
分
署
に

集
合
。
分
署
舎

は
倒
壊
、
役
場

内
に
臨
時
事
務

所
を
置
く
。

当
時
、
宮
古

警
察
署
山
田
町

分
署
（
明
治
九

年
新
設
）署
員
は
九
名
、
分
署
に
署
長

警
部
神か

み

貞さ
だ

庸の
ぶ

、
巡
査
部
長
心
得
浅
利

め
署
員
を
大
沢
、
織
笠
、
船

越
に
派
遣
。
報
告
電
文
発
信

の
た
め
小
川
巡
査
を
遠
野
町

に
派
遣
。
船
越
駐
在
所
渡
辺

巡
査
は
負
傷
し
な
が
ら
も
人

命
救
助
と
遺
体
の
収
容
、
被

害
状
況
の
把
握
に
努
め
、
豊

間
根
駐
在
の
石
母
田
巡
査
は

命
に
よ
り
豊
間
根
か
ら
三
十

名
の
救
援
隊
を
引
率
、
救
助

活
動
、
遺
体
の
収
容
、
壊
材

の
撤
去
活
動
に
当
た
っ
た
。

活
動
は
全
域
で
夜
を
徹
し
て

し
非
違
を
誡い

ま
し

め
つ
つ
あ
り
し
…
義
侠

心
に
強
き
に
あ
ら
ず
ん
ば
焉い

ず
く
ん

ぞ
此
の

如
き
を
得
む
』
と
讃
え
て
い
る
。

神
貞
庸
は
盛
岡
生
ま
れ
の
三
十
五

歳
、
沈
着
勇
敢
な
人
。
後
年
盛
岡
刑

務
所
長
に
就
任
。

「
海か

い

嘯し
ょ
う

被
害
明
細
図
」
は
、
津
波

襲
来
の
様
子
や
被
害
状
況
な
ど
を
克

明
に
記
し
た
貴
重
な
文
献
。
記
録
者

浅
利
和
三
郎
は
秋
田
県
横
手
町
生
ま

れ
の
二
十
九
歳
。
三
十
年
に
盛
岡
警

察
署
議
場
掛
専
務
を
務
め
、
大
正
七

年
横
手
町
長
に
就
任
し
た
。

は
実
に
職
責
を
全
ふ
せ

し
者
と
い
ふ
可べ

し
』
。

『
…
神
警
部
は
頗す

こ
ぶ

る
温

厚
篤と

く

実じ
つ

の
人
な
る
が
被

災
後
は
、
非
常
な
る
尽

力
を
以
て
窮
民
を
救
助

行
わ
れ
た
。

十
六
日
以
降
も
駆
け
つ
け
た
応
援

隊
の
力
を
得
、
署
長
、
巡
査
の
敏
速

適
切
な
指
示
に
よ
り
連
日
、
救
助
、

撤
去
活
動
が
懸
命
に
行
わ
れ
た
。

後
日
、
臨
時
発
刊
さ
れ
た
「
風
俗

画
報
」
に
『
…
分
署
長
神
貞
庸
氏
は

夜
も
睡
眠
せ
ず
能よ

く
部
下
を
指
揮
し

て
被
害
地
の
取
片
付
に
従
事
し
、
死し

屍か
ば
ね

は
大
抵
火
葬
せ
し
め
、
遺
族
又
親

戚
の
懇
請
す
る
分
の
み
土
葬
せ
し
め
、

以
て
流
行
病
の
萌ほ

う

芽が

を
防
ぎ
た
り
、

斯か
か

る
急
変
の
際
に
於
い
て
氏
の
如
き

献
身
救
助
活
動
に
尽
力
し
た

山
田
町
警
察
分
署
九
警
察
官

和
三
郎
、
巡
査
小
山
玉
夫
の
三

名
内
勤
、
香
川
園
輔
、
小
川
退

蔵
、
及
川
征
一
、
一
条
馬
次
郎

の
四
名
は
外
勤
巡
査
、
豊
間
根

駐
在
所
に
石
母
田
清
松
巡
査
、

船
越
駐
在
所
に
渡
辺
浩
巡
査
が

配
属
さ
れ
て
い
た
。

分
署
長
の
指
揮
の
も
と
全
署

員
が
懸
命
に
活
動
。
真
っ
暗
闇
、

高
所
高
所
に
火
を
焚
き
、
避
難

場
所
の
目
印
と
し
、
暖
を
と
る

場
所
、
炊
き
出
し
の
場
所
と
し
、
早

速
人
命
救
助
と
被
災
状
況
把
握
の
た
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
に
ゆ
か
り
の

あ
る
歴
史
人
物
と
そ
の
結
び
付
き
な
ど
を

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
執
筆
者

は
町
史
編
さ
ん
委
員
の
佐
藤
仁
志
さ
ん

（
豊
間
根
・
六
八

）
で
す
。

や

ま

だ

の

津波襲来の様子や被害状況などが克明に記されてい
る「海嘯記事」と「海嘯被害明細図」（町立図書館所蔵）



【応募方法】 下記のはがきの要領
でご応募ください。全問正解者の中
から抽選で10人に500円の図書券を
プレゼント。応募は一人１通です。

50
円

0 2 8 1 3 9 2

山
田
町
八
幡
町
3
│
20

山
田
町
役
場

広
報
ク
イ
ズ
係

クイズの答え《例》
①－� ④－�
②－� ⑤－�
③－�

氏名
年齢

〒・住所

【１３】

26
日
に
平
賀
町
の
青
年
が
来
町

町
教
育
委
員
会
で
は
、

青
森
県
平
賀
町
の
青
年
と

の
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
友
好
親
善
都
市
を

結
ん
で
い
る
平
賀
町
と
一

年
ご
と
に
互
い
の
町
を
訪

問
し
て
い
る
も
の
で
、
相

互
の
郷
土
理
解
と
親
ぼ
く

を
深
め
な
が
ら
地
域
の
発

展
を
担
う
青
年
の
育
成
を

目
指
す
も
の
で
す
。
本
年

度
は
平
賀
町
の
青
年
が
山

田
を
訪
問
し
、
交
流
を
深

め
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▽
期
日
　
七
月
二
十
六
日
〜
二
十
七

日
▽
場
所
　
浦
の
浜
海
水
浴
場
、
鯨
と

海
の
科
学
館

▽
内
容
　
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
、
鯨
と
海

の
科
学
館
見
学
、
と
こ
ろ
て
ん
作

り
体
験
な
ど

▽
対
象
　
本
町
在
住
で
、
十
八
歳

（
高
校
生
は
除
き
ま
す
）
か
ら
三

十
九
歳
ま
で
の
人

▽
参
加
費
　
三
千
五
百
円

▽
募
集
人
数
　
十
五
人

▽
申
込
期
限
　
七
月
二
十
三
日

▽
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
　
町
中
央

公
民
館（
�
八
二
│
三
二
一
二
）へ
。

六
月
十
日
か
ら

開
か
れ
た
町
議
会

定
例
会
で
、
川
端

弘
行
さ
ん
が
教
育

委
員
に
再
任
す
る

こ
と
が
同
意
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
は

六
月
二
十
一
日
か

ら
四
年
間
で
す
。

川
端
委
員
は

「
教
育
委
員
と
し

て
、
あ
ら
た
め
て
そ

の
責
任
の
重
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。
こ
の

四
年
間
の
経
験
と
、

こ
れ
ま
で
本
町
の
教

育
振
興
の
た
め
続
け

て
き
て
い
る
文
化
や

歴
史
の
勉
強
を
生
か

し
な
が
ら
、
生
涯
学
習
の
さ
ら
な
る

推
進
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
て
い
ま
す
。

【
略
歴
】

昭
和
48
年
富
士
短
期

大
学
経
済
学
科
（
通
信
制
）
卒
。
50

年
社
会
保
険
労
務
士
・
行
政
書
士
を

開
業
。
62
年
有
限
会
社
山
田
経
営
セ

ン
タ
ー
代
表
取
締
役
に
就
任
。
平
成

11
年
９
月
に
町
教
育
委
員
に
任
命
さ

れ
現
在
に
至
る
。
船
越
二
三
│
三
九
。

69
歳
。 教育委員に再任された

川 端 弘 行さん

昨
年
の
平
賀
町
で
の
同
交
流
会
で
、

「
ね
ぷ
た
」
の
山
車
を
引
く
参
加
者

友好親善都市
青年交流会

郷
土
理
解
と
親
ぼ
く
深
め
よ
う

教育委員に川端さんが再任
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq

qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq
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q
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☆締め切り＝７月18日（18日消印有効）
☆前回の正解は、①－Ｂ、②－Ｃ、
③－Ｂ、④－Ａ、⑤－Ｂでした。応
募者数は54通で正解は50通、抽選の
結果次の10人が当せんしました。
山田＝佐藤美奈子（８） 長崎＝山

内和子（35） 飯岡＝加藤唯（？）
境田町＝木村里菜（10） 田の浜＝菊
地友紀（16） 大浦＝野田恵（？） 織
笠＝今野久瑠実（10）、阿部強子（61）
豊間根＝中村紘一郎（６） 荒川＝佐
藤京子（？） 〈敬称略〉

�６月16日に開かれた「第18回ふる
里山田同郷の会」の参加人数は？
�115人　�145人　�155人

�４月に始まった「ブックスタート
事業」で、図書館司書やボラン
ティアが読み聞かせの指導などを
行う健診は？
�３カ月児健診
�10カ月児健診
�１歳６カ月児健診

�情報交流の場「シニアサロン」が
開設されたのはいつ？
�４月30日
�５月30日
�５月31日

�統一要望で町が県に要望した重点
項目は何項目？
�11項目　�12項目　�13項目

�今号の健やか赤ちゃん19人のうち、
男の子は何人？
�６人　�７人　�８人
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申 し 込 み

名　称 期 日 時　　　間 対　　象　　者

実施場所 期 日 時　　間 申込先

��月の教室 場所：保健センター

�三種混合とはしかの予防接種 （�月）

井上医院 随　時 診療時間内 随　時 82－2956

うらべ内科 〃 〃 〃　 82－0123

近藤医院 〃 〃 〃 82－3328

後藤医院 〃 〃 接種する日の前日 82－6690

道又医院 〃 午前8時半～11時 随時（電話で予約） 82－3522

機能訓練
教　　室 月曜日 午前10時～

午後2時半
病気やけがなどで体の不
自由な方

�各種教室に参加を希望する方は、役場保健福祉課（内線165）
へご連絡ください。

ひよこ教室 18日 午前10時～正 午 言葉や運動機能の発達な
どで心配のある幼児

Health Guide
各種相談、健診、予防接種の問い合わせは、

役場保健福祉課（�82－3111内線161、
165、166）へお気軽にどうぞ。 保 健 だ よ り

項　　　　目 期日 受　付　時　間 対　 象 者

��月の各種相談・健診 場所：保健センター

�乳幼児健診・相談で持参する物…母子健康手帳、赤ちゃん手
帳、バスタオル、歯ブラシ（３歳児健診と１歳６カ月児健診
の該当者）、幼児の上履き。
�３カ月児健診、６カ月児相談では離乳食の試食もあります。
�３歳児健診該当者には、３歳３カ月ころに通知します。
※今まで該当月に受けていない人は、必ずおいでください。

1歳6カ月児健診 31日 午後零時50分～1時40分 対象者には通知します

3 歳 児 健 診 23日 午後零時50分～1時40分 対象者には通知します

6 カ 月 児 相 談 17日 午前9時～9時半 14年12～15年1月生まれ

10 カ 月児健診 〃 午後1時～1時半 14年9～10月生まれ

3 カ 月 児 健 診 10日 午後1時～1時半 15年3～4月生まれ

健 康 相 談 1、15日 午前10時～正 午 一般町民

高温多湿になる夏は、体調を崩しやすい季節です。
元気に夏を過ごすためには、『水分補給』『十分な休
養と睡眠』『良質のタンパク質摂取』が特に大切。
�水分は多めに取る�睡眠中に汗をかき水分が不足
すると、血液がドロドロになり脳梗塞の原因ともな
るので、夜寝る前と朝起きた時にコップ１杯の水を
飲む�長時間外出するときには、日射病や熱射病の
予防のため帽子をかぶり、日陰を探して休養を取り
ながら、適度に水分を補給する�暑さは体のタンパ
ク質を多く消費させるので、牛乳やヨーグルト、卵
など良質のタンパク質を多く摂る――などの健康管
理を心がけ、夏バテを防ぎましょう。

宮古で生活習慣病予防教室
県立宮古病院では、生活習慣病予防教室を開催

します。医師による予防についての講話のほか、
栄養相談や血圧測定を行います。どなたでも参加
できますので、ご希望の方は、お気軽にご来場く
ださい。
�日時　７月10日（木）午後１時半～３時
�場所　県立宮古病院２階大会議室
�内容 「脳卒中の話」
�問い合わせ　県立宮古病院栄養管理室（�62－
4011内線2040）へどうぞ。

風
し
ん
の
予
防
接
種

が
行
わ
れ
ま
す
。
接
種

を
希
望
す
る
方
は
、
指

定
さ
れ
た
日
時
を
確
認

の
上
、
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
　
生
後
十
二
カ

月
か
ら
九
十
カ
月
未

満
の
幼
児
で
未
接
種

の
人
（
既
に
風
し
ん

に
か
か
っ
た
人
は
除

き
ま
す
）

▽
実
施
日
　
七
月
十
四
日
〜
十
七
日

▽
受
付
時
間
　
午
後
零
時
半
〜
一
時

▽
場
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
接
種
で
き
な
い
人
　
▼
風
邪
を
ひ

い
て
い
る
▼
発
熱
な
ど
、
体
調
が

悪
い
▼
一
週
間
以
内
に
三
種
混
合

の
予
防
接
種
を
受
け
た
▼
一
カ
月

以
内
に
お
た
ふ
く
風
邪
、
は
し
か
、

Ｂ
Ｃ
Ｇ
な
ど
の
予
防
接
種
を
受
け

た
│
│
人
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
役
場
保
健
福
祉
課

（
内
線
一
六
一
）
へ
ど
う
ぞ
。

先
月
行
わ
れ
た
日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
様
子

14
日
か
ら

17
日
ま
で

風
し
ん
予
防
接
種
を
実
施

希望者は日時を確かめ
直接町保健センターへ
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�月の町長面談日
と　き　７月２４日（木）

午前10時～正午
ところ　役場４階特別応接室
※面談希望の人は役場総務課
内線413へご連絡ください。

フリーマーケット

宮古で開催します
宮古地区広域行政組合では、

フリーマーケットの出店者を募
集します。
�日時　８月３日（日）

午前10時～午後２時
�場所　みやこ広域リサイクル
センター
�出店料　無料
�募集店舗　30店
�申込先・問い合わせ　７月23
日までに宮古地区広域行政組
合みやこ広域リサイクルセン
ター（�63－7753）へどうぞ。

防潮堤工事に伴い

通行規制されます
山田漁港防潮堤工事に伴い、

次のとおり通行規制されます。
ご不便をお掛けしますが、皆さ
んのご協力をお願いします。
�場所　岩間海産水産加工場付
近（北浜地区・町道海岸線）
�期間　７月３日～来年３月31
日
�規制内容　終日車両通行止め
（歩行者は通行可能です）
�問い合わせ　宮古地方振興局
水産部漁港漁村課（�64－
2216）へどうぞ。

宮古で消防設備士

試験を実施します
�試験の種類　甲種１～５類、
乙種１～７類
�試験日　９月６日（土）
�会場　宮古地区広域行政組合
消防本部（宮古市五月町）
�受付期限　７月29日
�願書の請求先・問い合わせ
山田消防署（�82－3139）へ。

まちで出会ったかわいい笑顔

各種講習や講座

受講しませんか
危険物取扱者保安講習

�日時　９月８日（月） 給油
取扱所従事者…午前９時～
給油取扱所以外の従事者…午
後１時半～
�会場　宮古地区広域行政組合
消防本部（宮古市五月町）
�受講対象　平成12年４月１日
から13年３月31日までの間に
危険物取扱者免状を取得、ま
たは同保安講習を受講した人
�受講手数料　4,700円（岩手
県収入証紙）
�受付期限　７月31日
消防設備士試験準備講習会

�期日　第１回…８月１日、５
日～７日（全４日） 第２回
…８月12日、18日～20日（同）
�会場　岩手県防災保安協会
（盛岡市本宮）
�受付期限　７月25日
◇申込書の請求先・問い合わせ
山田消防署（�82－3139）へ。
やまだ音訳スクール
山田町社会福祉協議会では、

「やまだ音訳スクール」を開催
します。同講座では、視覚障害
者の方々が必要とする情報を、
音声により説明・解説する音訳
の正しい知識を学びます。
�日時　７月26日（土）

午前10時～午後３時
�場所　町保健センター
�定員　30名（定員になり次第
締め切ります）
�申込先・問い合わせ　７月18
日までに山田町社会福祉協議
会（�82－3841）へどうぞ。
子育てボランティア養成講座

�日時　７月17日、23日
午前９時～午後５時

�場所　町中央コミュニティセ
ンター
�対象者　子育ての経験のある
人や保育士の資格を持つ人、
子育てボランティアに関心の
ある人
�申込先・問い合わせ　７月９
日までに役場保健福祉課（内
線131）へどうぞ。

町の臨時職員を

一般募集します
町では期限付臨時職員を募集

します。選考方法は書類審査
（履歴書）と面接です。
�職種　一般事務補助
�募集人員　１人
�応募資格　町内に住所があ
り、パソコン操作のできる人
�賃金　日額5,400円
�任用期間　８月１日～11月30
日（必要がある場合には、１
回の更新があります）
�勤務場所　生活環境課
�申し込み方法　役場町民課、
役場各支所に備え付けてある
履歴書に必要事項を記入して
申し込んでください。
�申込期限　７月９日
�申込先　役場総務課
�問い合わせ　役場生活環境課
（内線223）へどうぞ。

岩手県学生会館の

短期入寮生を募集
財団法人岩手県学生援護会で

は、東京都豊島区にある「岩手
県学生会館」の短期入寮生を募
集します。首都圏の大学でのス
クーリングの際にお気軽にご利
用ください。
�入寮資格　首都圏の大学、短
期大学の主催する夏季、秋・
冬季スクーリングを受講する
岩手県在住の人
�入寮期間　１週間以上６週間
以内
�寮費　4,000円（１泊２食付）
�申込書の請求先　役場総務課
�申込先・問い合わせ　岩手県
学生会館（東京都豊島区要町
２－５－５　�03－3972－
4783）へどうぞ。

福祉用具に関する

相談受け付けます
岩手県長寿社会振興財団で

は、福祉用具や住宅改修に関す
る専門相談を受け付けています。
�日時　毎週火曜日

午前10時～午後４時
�内容　介護を必要とする方の
福祉用具の利用や住宅改修に
ついての専門的な相談
�相談方法　電話または来所
�問い合わせ　岩手県介護実
習・普及センター（盛岡市本
町通３－19－１　�019－
625－7490）へどうぞ。

国保税の２割軽減

申請は15日までに
町では、平成15年度国民健康

保険税２割軽減の申請を受け付
けています。これは所得が一定
以下の方を対象に、基礎課税の
平等割（年額28,000円）と均等割
（１人当り年額25,000円）、介護
納付金課税の均等割（40～64歳
の被保険者１人当り年額8,000
円）を、申請に基づいてそれぞ
れ２割減額するものです。対象
者には通知していますが、この
軽減を受けるためには、７月15
日までに「２割軽減申請書」を
提出しなければなりませんの
で、忘れずに提出してください。
�申請先・問い合わせ　役場税
務課（内線111）へどうぞ。

町長面談日を開催
と　き １０月１５日（月）

午前10時～正午
ところ　役場４階特別応接室
※面談希望の人は役場総務課
内線413へご連絡ください。

行政相談あります
と　き　７月１７日（木）

午前10時～正午
ところ　町中央コミセン
※行政について納得できない
ことなどご相談ください。
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◆
校
正
を
終
え
、
ほ
っ
と
ひ
と
息
つ
い
て
か
ら

ピ
ン
ボ
ケ
を
書
き
始
め
ま
す
。
こ
れ
が
以
外
に

書
け
な
く
て
…
。
写
真
撮
影
や
編
集
に
苦
し
む

様
子
を
つ
づ
れ
ば
、
愚
痴
め
い
た
も
の
が
並
び
、

ま
す
ま
す
才
能
の
無
さ
に
気
付
き
、
自
信
喪
失

▼
「
一
人
で
も
嫌
な
思
い
を
す
る
よ
う
な
記
事

は
広
報
に
は
掲
載
し
な
い
」
と
の
先
輩
の
教
え

に
背
く
こ
と
に
な
る
の
で
、
愚
痴
は
書
け
な
い

し
…
。
失
敗
談
は
多
過
ぎ
て
書
き
き
れ
な
い
し

…
。
悩
め
る
ピ
ン
ボ
ケ
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

◆「
ふ
る
里
山
田
同
郷
の
会
」を
取
材
し
ま
し
た
。

田
舎
者
の
自
分
に
と
っ
て
、
都
会
で
の
取
材
は

不
安
そ
の
も
の
。
そ
ん
な
中
、
参
加
し
た
皆
さ

ん
の
�
山
田
弁
�で
の
会
話
に
ほ
っ
と
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
▼
参
加
者
の
「
い
つ
も
広
報
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
」
と
の
言
葉
に
、
う
れ
し
さ
と

広
報
編
集
へ
の
さ
ら
な
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感

じ
た
次
第
で
す
。
今
後
も
山
田
を
離
れ
て
暮
ら

す
方
々
に
、
古
里
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う

な
話
題
を
届
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

町民のうごき
（ 5 月 1 日～31日）

�出生……１２人 �転入……２７人　

�死亡……１４人 �転出……４４人　

�人口…２１,３６０人（今月減１９人）

男…１０,２６１人 女…１１,０９９人

�世帯数………………７,２６４世帯

山田美
み

来
く

瑠
る

（飯岡・隼人・女）
坂 本 照

しょう

英
えい

（織笠・吉正・男）
村 上 花

か

音
のん

（北浜町・洋一・女）

冨 山 英
はな

恵
え

（船越・憲司・女）

今 井 星
せい

矢
や

（長崎・靖・男）

内 川 翔
しょう

太
た

（大沢・忠志・男）

５月届け出分（敬称略）
〔出生〕（ ）は保護者名と性別
�山田 武藤嘉

か

寿
ず

真
ま

（嘉宜・男）
�船越 藤原奈

な

知
ち

（勝義・女）、里舘亜
あ

美
み

（秀
一・女）、黒沢航

こう

汰
た

（弘樹・男）、堀合純
じゅん

奈
な

（竜
也・女）
�織笠 横田野

の

々
の

花
か

（大士・女）、糠森琉
る

音
おん

（透・男）
�大沢 大町美

み

空
く

（功・女）
�豊間根 佐々木陽

ひ

菜
な

（学・女）
�石峠 豊間根李

もも

（尚・女）
�荒川 瀬川蓮

れん

汰
た

（隆康・男）

〔結婚した二人〕（ ）は住所
下村悠旗（宮古市）・横田花奈子（大浦）
小成洋（山田）・佐L康子（宮古市）
大久保一孝（長崎）・鈴木佳恵（中央町）
平野亮（釜石市）・阿部望美（境田町）
小原国広（釜石市）・菊地雅子（飯岡）
宍戸義浩（大沢）・佐々木章（釜石市）

〔死亡〕（ ）は年齢
�山田 貫洞チヨ（90）
�船越 山�ソテ（87）、�橋キエ（90）
�田の浜 福田實（62）、昆野喜八郎（74）
�大浦 野田シモ（96）、阿部キミエ（94）、
l源右m門（88）、阿部しづ（85）
�織笠 沼�ミエ（78）、稲川光男（55）
�大沢 大川浩（89）
�豊間根 佐々木武男（79）

�広報やまだ�は環境に優しい古紙100％の再生紙と大豆油インキ（植物油）を使用しています。

小 林 信
のぶ

人
と

（山田・祝・男）

福 士 瑠
る

伽
か

（大沢・貴広・女）

ピ

ン

ボ

ケ

健やか赤ちゃん登場
毎月掲載します。
今月は7月生まれ
の赤ちゃんです。

一
歳
に
な
り
ま
し
た

※
敬
称
略
・（

）内
は
地
区
名
・
保
護
者
・
性
別
で
す
。

幸 優

福 士 亮
りょう

佑
すけ

（織笠・和幸・男）
福 士 大

たい

陽
よう

（大沢・奈緒美・男）
外 舘 　 星

あかり

（豊間根・幸子・女）

赤 松 心
ここ

菜
な

（飯岡・義嗣・女）

鳥居夏
か

和
な

子
こ

（大浦・誠司・女）
佐々木佳

か

音
のん

（長崎・克博・女）

鎌 田 愛
あい

莉
り

（飯岡・剛・女）

鳥 居 　 旭
あさひ

（大沢・勝・男）
細田美

み

紗
さ

稀
き

（大沢・稔・女）
佐々木綾

りょう

佳
か

（豊間根・弘康・女）
吉 田 柚

ゆう

夏
か

（飯岡・信吾・女）




